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2020年12月24日

クリスマスイヴ 代式祈祷

譜面中、五線譜上に  とある部分は、その音程を保ちながら、その部分の歌詞（祈祷文）が持つ

言葉の自然なリズムに則って歌うことを意味しています。ただ早く歌ってしまったり、棒読みになっ

てしまったりしないようにしてください。

監修 釧路管轄司祭ステファン内田圭一



2

代禱） 主
しゅ

・イイススハリストス・神
かみ

の子
こ

よ、 爾
なんじ

が至 浄
しじょう

の母
はは

と諸 聖 人
しょせいじん

の祈祷
きとう

に因
より

て我
われ

等
ら

を 憐
あわれ

み

給
たま

え、

誦經) 聖
せい

なる神
かみ

、聖
せい

なる勇毅
ゆうき

、聖
せい

なる 常 生
じょうせい

の者
もの

よ、我等
われら

を 憐
あわれ

めよ。聖
せい

なる神
かみ

、聖
せい

なる勇毅
ゆうき

、聖
せい

  なる 常 生
じょうせい

の者
もの

よ、我等
われら

を 憐
あわれ

めよ。聖
せい

なる神
かみ

、聖
せい

なる勇毅
ゆうき

、聖
せい

なる 常 生
じょうせい

の者
もの

よ、我等
われら

を 憐
あわれ

  めよ。光 栄
こうえい

は父
ちち

と子
こ

と聖 神
せいしん

に歸
き

す、今
いま

も何時
い つ

も世世
よ よ

に。アミン。至聖
しせい

三 者
さんしゃ

よ、我等
われら

を 憐
あわれ

め。主
しゅ
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  よ、我等
われら

の罪
つみ

を 潔
いさぎよ

くせよ。主 宰
しゅさい

よ、我等
われら

の 愆
あやまち

を赦
ゆる

せ。聖
せい

なる者
もの

よ、臨
のぞ

みて我等
われら

の 病
やまい

を癒
いや

  し給
たま

え。 悉
ことごと

く 爾
なんぢ

の名
な

に因
よ

る。主
しゅ

、 憐
あわれ

めよ。主
しゅ

、 憐
あわれ

めよ。主
しゅ

、 憐
あわれ

めよ。光 栄
こうえい

は父
ちち

と子
こ

と

  聖 神
せいしん

に歸
き

す、今
いま

も何時
い つ

も世世
よ よ

に。アミン。天
てん

に在
いま

す我等
われら

の父
ちち

よ、 願
ねがわく

は 爾
なんぢ

の名
な

は聖
せい

とせられ、

  爾
なんぢ

の國
くに

は來
きた

り、 爾
なんぢ

の旨
むね

は天
てん

に 行
おこな

わるるが如
ごと

く、地
ち

にも 行
おこな

われん。我
わ

が日 用
にちよう

の糧
かて

を今 日
こんにち

  我等
われら

に與
あた

え給
たま

え。我等
われら

に 債
おいめ

ある者
もの

を我等
われら

免
ゆる

すが如
ごと

く、我等
われら

の 債
おいめ

を免
ゆる

し給
たま

え。我等
われら

を 誘
いざない

に

  導
みちび

かず、猶
なお

我等
われら

を 凶 惡
きょうあく

より救
すく

い給
たま

え。

代禱） 主
しゅ

・イイススハリストス・神
かみ

の子
こ

よ、 爾
なんじ

が至 浄
しじょう

の母
はは

と諸 聖 人
しょせいじん

の祈祷
きとう

に因
より

て我
われ

等
ら

を 憐
あわれ

み

給
たま

え、

代禱） 我等安和
われらあんわ

にして主
しゅ

に禱
いの

らん、

代禱） 上
うえ

より降
くだ

る安和
あんわ

と我等
われら

が 靈
たましい

の 救
すくい

の爲
ため

に主
しゅ

に禱
いの

らん、

代禱） 全世界
ぜんせかい

の安和
あんわ

、神
かみ

の聖
せい

なる諸 教 會
しょきょうかい

の堅 立
けんりつ

、及
およ

び 衆 人
しゅうじん

の合 一
ごういつ

の爲
ため

に主
しゅ

に禱
いの

らん、

代禱） 此
こ

の聖 堂
せいどう

、及
およ

び信
しん

と 愼
つつし

みと神
かみ

を畏
おそ

るる 心
こころ

とを以
もつ

て此
ここ

に來
きた

る者
もの

の爲
ため

に主
しゅ

に禱
いの

らん、

代禱） 教 會
きょうかい

を 司
つかさど

る尊貴
そんき

なる我等
われら

の全 日 本
ぜんにっぽん

の府 主 教
ふしゅきょう

ダニイル、尊貴
そんき

なる我等
われら

の仙 台
せんだい

の大
だい
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主 教
しゅきょう

セラフィム、司祭
しさい

の尊 品
そんぴん

、ハリストスに因
よ

る輔 祭 職
ほさいしょく

、 悉
ことごと

くの 教 衆
きょうしゅう

、及
およ

び 衆 人
しゅうじん

の爲
ため

に主
しゅ

に禱
いの

らん、

代禱） 我 國
わがくに

の天 皇
てんのう

、及
およ

び國
くに

を 司
つかさど

る者
もの

の爲
ため

に主
しゅ

に禱
いの

らん、

代禱） 此
こ

の都邑
ま ち

と 凡
およそ

の都邑
ま ち

と地方
ちほう

、及
およ

び信
しん

を以
もつ

て此
こ

の中
うち

に居
お

る者
もの

の爲
ため

に主
しゅ

に禱
いの

らん、

代禱） 気候順和
きこうじゅんわ

、五穀
ごこく

豊 穣
ほうじょう

、天下
てんか

泰 平
たいへい

の爲
ため

に主
しゅ

に禱
いの

らん、

代禱） 航 海
こうかい

する者
もの

、旅 行
りょこう

する者
もの

、 病
やまい

を患
うれ

うる者
もの

、艱 難
かんなん

に遭
あ

う者
もの

、 擄
とりこ

となりし者
もの

、及
およ

び彼等
かれら

の 救
すくい

の爲
ため

に主
しゅ

に禱
いの

らん、

代禱） 我等
われら

諸
もろもろ

の憂愁
うれい

と忿怒
いかり

と危 難
あやうき

とを 免
まぬが

るるが爲
ため

に主
しゅ

に禱
いの

らん、

代禱） 神
かみ

よ、 爾
なんぢ

の 恩 寵
おんちょう

を以
もつ

て、我等
われら

を佑
たす

け救
すく

い 憐
あわれ

み護
まも

れよ、

代禱） 至聖
しせい

至潔
しけつ

にして至
いた

りて讃美
さんび

たる我等
われら

の光 栄
こうえい

の女 宰
ぢょさい

、 生 神 女
しょうしんぢょ

、永 貞
えいてい

童 女
どうぢょ

マリヤと、
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諸 聖 人
しょせいじん

を記憶
きおく

して、我等
われら

己
おのれ

の身
み

及
およ

び 互
たがい

に 各
おのおの

の身
み

を以
も

て、並
ならび

に 悉
ことごと

くの我等
われら

の生命
いのち

を以
も

て、ハリストス神
かみ

に委託
いたく

せん、

代禱） 主
しゅ

・イイススハリストス・神
かみ

の子
こ

よ、 爾
なんじ

が至 浄
しじょう

の母
はは

と諸 聖 人
しょせいじん

の祈祷
きとう

に因
より

て我
われ

等
ら

を 憐
あわれ

み給
たま

え、

代禱） 主
しゅ

は神
かみ

なり我
われ

等
ら

を照
て

らせり、主
しゅ

の名
な

に依
よ

りて來
きた

る者
もの

は崇
あが

め讃
ほ

めらる、

代禱） 主
しゅ

を 尊
とうと

み讃
ほ

めよ、彼
かれ

は仁慈
じんじ

にして其
その

憐
あわれみ

は世世
よ よ

にあればなり、

代禱） 彼
かれ

等
ら

我
われ

を圍
かこ

み我
われ

を環
めぐ

れども、我
われ

主
しゅ

の名
な

を以
も

て之
これ

を敗
やぶ

れり、
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代禱） 我
われ

死
し

せず、猶
なお

生
い

きて主
しゅ

の 行
おこな

う 所
ところ

を傳
つた

えん、

代禱） 工
こう

師
し

が棄
す

てし 所
ところ

の石
いし

は屋 隅
おくぐう

の首 石
しゅせき

となれり、是
これ

主
しゅ

のなす 所
ところ

にして我
われ

等
ら

の目
め

に奇異
き い

なりと

す、
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代禱） 睿智
えいち

、プロキメン、我
われ

黎 明
しののめ

の前
まえ

に腹
はら

より 爾
なんぢ

を生
う

めり、主
しゅ

は誓
ちか

いて悔
く

いず、

代禱） 主
しゅ

、我
わ

が主
しゅ

に謂
い

えり、 爾
なんぢ

我
わ

が右
みぎ

に座
ざ

して我
わ

が 爾
なんぢ

の敵
てき

を 爾
なんぢ

の足
あし

の凳
だい

と爲
な

すに至
いた

れ、

代禱） 我
われ

黎 明
しののめ

の前
まえ

に腹
はら

より 爾
なんぢ

を生
う

めり、

代禱）睿智
えいち

、 粛
つつし

みて立
た

て、聖
せい

福
ふく

音 經
いんけい

を聽
き

くべし、マトフェイ傳
でん

の聖
せい

福
ふく

音 經
いんけい

の讀
よみ

、
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代禱） 謹
つつ

みて聽
き

くべし。イイススハリストスの生
う

まるること左
さ

の如
ごと

し、其 母
そのはは

マリヤ、イオシフに聘
へい

せら

れて、未
いま

だ婚
こん

せざる先
さき

に、聖 神
せいしん

に由
よ

りて孕
はら

めること 見
あらわ

れたり。その 夫
おっと

イオシフは義人
ぎじん

にし

て、之
これ

を 顯
あらわ

にせんことを欲
ほっ

せず、 私
ひそか

に彼
かれ

を離
はな

さんことを望
のぞ

めり。然
しか

れども此
こ

の事
こと

を思
おも

え

る時
とき

、視
み

よ、主
しゅ

の 使
つかい

夢
ゆめ

に彼
かれ

に 現
あらわ

れて曰
い

えり、ダヴィドの子
こ

イオシフよ、 爾
なんぢ

の妻
つま

マリヤを納
い

るることを懼
おそ

るる勿
なか

れ、蓋
けだし

其
その

内
うち

に孕
はら

まれし者
もの

は聖 神
せいしん

に由
よ

るなり、彼
かれ

は子
こ

を生
う

まん、爾
なんぢ

其
その

名
な

をイイススと名
な

づけん、彼
かれ

其
その

民
たみ

を其
その

罪
つみ

より救
すく

わんとすればなり。凡
およ

そ此
こ

の事
こと

の成
な

りしは、主
しゅ

が預言者
よげんしゃ

を以
も

て言
い

いし 所
ところ

に應
かな

うを致
いた

す、曰
いわ

く、視
み

よ、童 女
どうぢょ

孕
はら

みて子
こ

を生
う

まん、其名
そのな

はエム

マヌイルと稱
とな

えられん、譯
やく

すれば神
かみ

我
われ

等
ら

と偕
とも

にするなり。イオシフ 寐
ねむり

より起
お

きて、主
しゅ

の 使
つかい

の彼
かれ

に命
めい

ぜし如
ごと

く 行
おこな

い、其
その

妻
つま

を納
い

れたり。惟
ただ

未
いま

だ室
しつ

を同
おな

じくせざるに、其
その

冢 子
ちようし

を生
う

む

に迨
およ

べり、 則
すなわち

其名
そのな

をイイススと名
な

づけたり。

代禱） 神
かみ

よ、 爾
なんぢ

の 大
おおい

なる 憐
あわれみ

に因
よ

りて我
われ

等
ら

を 憐
あわれ

めよ、 爾
なんぢ

に禱
いの

る、聆
き

き納
い

れて 憐
あわれ

めよ、

代禱） 又
また

我 國
わがくに

の天 皇
てんのう

及
およ

び國
くに

を 司
つかさど

る者
もの

の爲
ため

に禱
いの

る、

代禱） 又
また

教 會
きょうかい

を 司
つかさど

る尊貴
そんき

なる我
われ

等
ら

の全 日 本
ぜんにっぽん

の府 主 教
ふしゅきょう

ダニイル、尊貴
そんき

なる仙 台
せんだい

の 主 教
しゅきょう

セ

ラフィム、及
およ

びハリストスに於
お

ける 悉
ことごと

くの我
われ

等
ら

の兄 弟
けいてい

の爲
ため

に禱
いの

る、
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代禱） 又
また

恒
つね

に記憶
きおく

せらるる福
ふく

たる此
こ

の聖 堂
せいどう

の建 立 者
こんりゅうしゃ

、及
およ

び既
すで

に寝
ねむ

りし 悉
ことごと

くの父祖
ふ そ

兄 弟
けいてい

、此
こ

の 處
ところ

と諸 方
しょほう

とに 葬
ほうむ

られたる 正 教
せいきょう

の者
もの

の爲
ため

に禱
いの

る、

代禱） 又
また

神
かみ

の諸 僕
しょぼく

此
こ

の聖 堂
せいどう

の兄 弟
けいてい

に、慈憐
じれん

、生 命
せいめい

、平 安
へいあん

、壮 健
そうけん

、 救 贖
きゅうしょく

、眷顧
けんこ

、寛 宥
かんゆう

、

及
およ

び諸 罪
しょざい

の 赦
ゆるし

を賜
たま

わんが爲
ため

に禱
いの

る、

代禱） 又
また

此
こ

の聖 堂
せいどう

に物
もの

を 獻
たてまつ

り、善 業
ぜんぎょう

を 行
おこな

い、之
これ

に労
ろう

し、之
これ

に歌
うた

い、及
およ

び此
ここ

に立
た

ちて 爾
なんぢ

の 大
おおい

にして 豊
ゆたか

なる 憐
あわれみ

を仰
あお

ぎ望
のぞ

む者
もの

の爲
ため

に禱
いの

る、

代禱） 神
かみ

我
わ

が救 世 主
きゅうせいしゅ

、地
ち

の四 極
しきょく

と遠
とお

く海
うみ

に居
お

る者
もの

との 恃
たのみ

よ、我
われ

等
ら

に聽
き

き給
たま

え、主 宰
しゅさい

よ、我
われ

等
ら

の罪
つみ

に慈
じ

憐
れん

を垂
た

れ、慈
じ

憐
れん

を垂
た

れて我
われ

等
ら

を 憐
あわれ

み給
たま

え、 主
しゅ

・イイススハリストス・神
かみ

の子
こ

よ、

爾
なんじ

が至 浄
しじょう

の母
はは

と諸 聖 人
しょせいじん

の祈祷
きとう

に因
より

て我
われ

等
ら

を 憐
あわれ

み給
たま

え、

代禱） 主
しゅ

に禱
いの

らん、

代禱） 主 宰
しゅさい

・主
しゅ

・神
かみ

・全 能 者
ぜんのうしゃ

よ、 爾
なんぢ

がイウデヤのヴィフレエムに於
おい

て童 貞 女
どうていぢょ

マリヤより生
うま

れ
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し時
とき

、造 物
ぞうぶつ

は照
て

らされ、世界
せかい

は 爾
なんぢ

の降 誕
こうたん

を 欣
よろこ

べり、人
ひと

を 爾
なんぢ

の像
ぞう

と 肖
しょう

とに由
よ

りて造
つく

り、

及
およ

び之
これ

に悔 改
かいかい

の洗 禮
せんれい

を賜
たま

い、 爾
なんぢ

の諸
しょ

僕婢
ぼくひ

を此
こ

の至
い

と 尊
とうと

き日
ひ

に 導
みちび

き入
い

れて、諸 慾
しょよく

の

節 制
せっせい

、復 活
ふくかつ

の冀望
のぞみ

を得
え

せしめし主
しゅ

よ、彼
かれ

等
ら

に 爾
なんぢ

が神 性
しんせい

の眞
しん

理
り

を教
おし

え、彼
かれ

等
ら

の 心
こころ

と智識
ちしき

と

を啓
ひら

きて、爾
なんぢ

神
かみ

の子
こ

全世界
ぜんせかい

の罪
つみ

を任
にな

う者
もの

を知
し

らしめ給
たま

え、主 宰
しゅさい

人
ひと

を愛
あい

する主
しゅ

よ、曾
かつ

て海
うみ

に溺
おぼ

れ、又
また

三
み

たび 爾
なんぢ

に背
そむ

きて痛
いた

く泣
な

きしペトルを納
い

れしが如
ごと

く、今
いま

も 爾
なんぢ

の諸
しょ

僕婢
ぼくひ

を納
い

れ給
たま

え、主 宰
しゅさい

よ、曾
かつ

て税吏
ぜいり

の歎 息
たんそく

、及
およ

び泣
な

きて其
その

涙
なみだ

を以
も

て 爾
なんぢ

の足
あし

を 濕
うるお

し 頭
かしら

の髪
け

を以
も

て之
これ

を拭
ぬぐ

いし淫婦
いんぷ

を慈憐
じれん

に由
よ

りて納
い

れしが如
ごと

く、今
いま

も 爾
なんぢ

が諸
しょ

僕婢
ぼくひ

の 涙
なみだ

と歎 息
たんそく

と 悔
くやみ

とを納
い

れ給
たま

え、曾
かつ

て十字架
じゅうじか

に在
あ

りて、 爾
なんぢ

に、主
しゅ

よ 爾
なんぢ

の國
くに

に來
きた

らん時
とき

我
われ

を憶
おも

い給
たま

えと籲
よ

びし盗 賊
とうぞく

に、

今 日
こんにち

我
われ

と偕
とも

に天 堂
てんどう

に在
あ

らんと曰
い

いて之
これ

を納
い

れしが如
ごと

く、今
いま

も 爾
なんぢ

の諸
しょ

僕婢
ぼくひ

を納
い

れ給
たま

え、主
しゅ

よ、

我
われ

等
ら

は 爾
なんぢ

が神
かみ

にして人 間
にんげん

の 救
すくい

の爲
ため

に肉 體
にくたい

に 顯
あらわ

れし事蹟
じせき

を聞
き

けり、其 時
そのとき

博士
はかせ

は禮 物
れいもつ

を

獻
ささ

げて伏
ふく

拝
はい

し、牧 者
ぼくしゃ

は籥
ふえ

を吹
ふ

き、神使
しんし

等
ら

は歌
うた

いて籲
よ

べり、至
い

と高
たか

きには光 榮
こうえい

神
かみ

に歸
き

し、地
ち

に

は平 安
へいあん

降
くだ

り、人
ひと

に 惠
めぐみ

は臨
のぞ

めりと、唯
ただ

イロドは 心
こころ

亂
みだ

れたり、主 宰
しゅさい

人
ひと

を愛
あい

する主
しゅ

よ、今
いま

悉
ことごと

くの造 物
ぞうぶつ

は 爾
なんぢ

を讃
ほ

め歌
うた

いて曰
い

う、ハリストス生
うま

る、崇
あが

め讃
ほ

めよ、ハリストス天
てん

よりす、迓
むか

えよ、ハリストス地
ち

に在
あ

り、上
あが

れよと、今
いま

神使
しんし

等
ら

の會
かい

は 欣
よろこ

び、致命者
ちめいしゃ

の群
むれ

は 樂
たのし

む、 願
ねがわ

くは

我
われ

等
ら

皆
みな

爾
なんぢ

の光 榮
こうえい

なる 尊
とうと

き降 誕
こうたん

を瞻
み

て、心
こころ

と口
くち

とを以
も

て、宜
よろ

しきに合
かな

いて之
これ

を崇
あが

め讃
ほ

め

ん、至善
しぜん

にして人
ひと

を愛
あい

する主
しゅ

よ、求
もと

む此
こ

の 爾
なんぢ

の諸
しょ

僕婢
ぼくひ

、其
その

知
し

ると知
し

らざる、自由
じゆう

と自由
じゆう

なら

ざる罪
つみ

を悔
くや

む者
もの

を納
い

れ給
たま

え、 爾
なんぢ

が恒
つね

の仁 愛
じんあい

を以
も

て、彼
かれ

等
ら

の跪拝
きはい

と 齋
ものいみ

とを納
い

れて、彼
かれ

等
ら

に

齋期
さいき

を終
お

え、今
いま

爾
なんぢ

が聖
せい

なる 尊
とうと

き降 誕
こうたん

に届
いた

り、 潔
いさぎよ

く玷
きず

なく、爾
なんぢ

が至 浄
しじょう

の體
たい

至尊
しそん

の血
ち

を

領
う

くる者
もの

と爲
な

るを得
え

せしめ給
たま

え、主
しゅ

・イイススハリストス・神
かみ

の子
こ

よ、爾
なんじ

が至 浄
しじょう

の母
はは

と諸 聖 人
しょせいじん

の祈祷
きとう

に因
より

て我
われ

等
ら

を 憐
あわれ

み給
たま

え、

代禱） 睿智
えいち

、至聖
しせい

なる生 神 女
しょうしんぢょ

よ、我
われ

等
ら

を救
すく

い給
たま

え。
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代祷） 主
しゅ

・イイススハリストス・神
かみ

の子
こ

よ、 爾
なんじ

が至 浄
しじょう

の母
はは

と諸 聖 人
しょせいじん

の祈祷
きとう

に因
より

て我
われ

等
ら

を 憐
あわれ

み

給
たま

え、


